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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第59期

第１四半期連結
累計期間

第60期
第１四半期連結
累計期間

第59期

会計期間
自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日

自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日

自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日

売上高 (千円) 4,460,318 4,800,989 18,764,253

経常利益 (千円) 425,546 445,608 1,613,564

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 245,508 319,145 1,150,379

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 220,926 145,837 771,762

純資産額 (千円) 11,534,741 12,045,761 12,085,511

総資産額 (千円) 18,122,204 18,672,612 18,809,478

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 39.68 51.58 185.95

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 63.6 64.5 64.3
 

(注) １. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについては重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判断

したものであります。

　

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間における世界経済は、６月に行われた英国の国民投票結果がＥＵ離脱を選択したこと

を受けて大きく揺れました。米国では利上げが見送られ、株式は世界中で下落し、安全通貨とされる円が買われて

円高が加速しました。比較的影響が少なかった中国をはじめとする新興国も経済には勢いが無く、東南アジアの回

復力も依然として弱く、全体的に厳しい状況の中で推移しました。

 一方国内経済は、４月に発生した熊本地震や自動車メーカーの燃費偽装問題、５月には自動車部品メーカーの爆

発事故による操業停止もあり、自動車業界をはじめとして波乱の滑り出しとなりました。また、世界経済の不安定

さを理由に５月の伊勢志摩サミット後に消費税増税の再延期が決定されて財政健全化に向けた施策も後退し、６月

には東京都知事が政治資金の私的流用疑惑で辞任するなど、将来不安が増幅されました。

 当社グループの主要取引先であります自動車業界の当第１四半期連結累計期間の状況は、国内販売台数は1,077千

台（前年同期比1.9%減）、輸出台数は1,079千台（前年同期比0.6%増）、国内生産台数は2,105千台（前年同期比

3.0%減）となりました。一方、日系自動車メーカーの１～３月の海外生産台数は4,618千台（前年同期比4.8%増）と

なり、結果国内４～６月と海外１～３月を合わせた日系自動車メーカーのグローバル生産台数は6,723千台（前年同

期比2.2%増）と４四半期連続で増加となりました。

 このような状況の中、当社グループの連結売上高は国内、海外とも堅調に推移いたしました結果、4,800百万円

（前年同期比7.6%増）となりました。損益につきましては、国内、海外共に様々な改善が進んだことにより、営業

利益は633百万円（前年同期比60.7%増）、期初からの急激な円高に伴う為替差損の発生により、経常利益は445百万

円（前年同期比4.7%増）、結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は319百万円（前年同期比30.0%増）となりま

した。

　

当第１四半期連結累計期間における報告セグメントの業績は、次のとおりであります。

①　車輌関連部品

第１四半期連結累計期間におきましては、国内は全体としては生産台数が減少したものの、好調を維持して増

加となった普通および小型車関係顧客からの受注が堅調に推移し、増加しました。海外は日系メーカーの生産台

数が増加したこともあり、米国とインドネシア子会社の売上が伸張し、期初からの円高影響がありながらも増加

しました。結果、当事業の売上高は、4,569百万円（前年同期比7.9%増）となりました。

　

②　その他

当第１四半期連結累計期間におきましては、国内は太陽光発電市場向け部材が一段落したことにより減少とな

りましたが、米国と豪州が好調だったカナダ子会社の販売増により、その他の売上高は231百万円（前年同期比

3.1%増）となりました。
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(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

　

(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は14百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23,711,000

計  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23,711,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成28年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 　　　　6,546,200 　　　　6,546,200
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数100株

計 　　　　6,546,200 　　　　6,546,200 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年４月１日～
平成28年６月30日

― 　 6,546,200 ―  　1,095,260 ― 　　 895,150
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成28年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   平成28年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式　　359,900 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　6,185,600 61,856 ―

単元未満株式 普通株式   　　700 ― ―

発行済株式総数  　　　　　6,546,200 ― ―

総株主の議決権 ― 61,856 ―
 

 

② 【自己株式等】

  平成28年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義

所有株式数(株)
他人名義

所有株式数(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社ムロコーポ
レーション

東京都世田谷区上野毛
一丁目４番10号

359,900 ― 359,900 5.49

計 ― 359,900 ― 359,900 5.49
 

(注)　当第１四半期会計期間末日現在の自己株式数は359,934株であります。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成28年４月１日から平成

28年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 4,855,902 4,927,802

  受取手形及び売掛金 2,783,507 2,780,260

  電子記録債権 1,180,291 1,277,867

  有価証券 135,022 123,361

  商品及び製品 656,659 627,217

  仕掛品 257,565 275,649

  原材料及び貯蔵品 350,526 289,566

  繰延税金資産 167,973 228,239

  その他 259,535 236,090

  流動資産合計 10,646,984 10,766,056

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 5,658,556 5,593,055

    減価償却累計額 △3,666,349 △3,679,221

    建物及び構築物（純額） 1,992,207 1,913,834

   機械装置及び運搬具 11,301,461 11,154,244

    減価償却累計額 △8,998,341 △8,974,732

    機械装置及び運搬具（純額） 2,303,119 2,179,511

   土地 1,704,702 1,719,715

   建設仮勘定 83,016 130,207

   その他 4,914,485 4,860,363

    減価償却累計額 △4,678,718 △4,629,587

    その他（純額） 235,766 230,775

   有形固定資産合計 6,318,811 6,174,044

  無形固定資産 146,185 138,674

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,212,925 1,144,829

   長期貸付金 17,668 15,127

   繰延税金資産 87,184 55,048

   その他 383,898 383,020

   貸倒引当金 △4,180 △4,190

   投資その他の資産合計 1,697,497 1,593,836

  固定資産合計 8,162,494 7,906,555

 資産合計 18,809,478 18,672,612
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,159,862 1,001,814

  電子記録債務 400,229 1,849,967

  短期借入金 300,000 200,000

  1年内返済予定の長期借入金 714,765 703,534

  未払金 725,938 394,095

  未払法人税等 273,248 147,135

  賞与引当金 394,273 169,473

  役員賞与引当金 16,905 6,895

  その他 441,866 950,133

  流動負債合計 5,427,087 5,423,049

 固定負債   

  長期借入金 900,849 819,680

  繰延税金負債 41,582 27,978

  役員退職慰労引当金 20,990 21,340

  退職給付に係る負債 261,896 266,611

  その他 71,560 68,190

  固定負債合計 1,296,878 1,203,801

 負債合計 6,723,966 6,626,850

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,095,260 1,095,260

  資本剰余金 904,125 904,125

  利益剰余金 10,000,043 10,133,601

  自己株式 △182,507 △182,507

  株主資本合計 11,816,922 11,950,479

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 267,987 225,657

  為替換算調整勘定 121,433 △9,742

  退職給付に係る調整累計額 △120,831 △120,633

  その他の包括利益累計額合計 268,589 95,281

 純資産合計 12,085,511 12,045,761

負債純資産合計 18,809,478 18,672,612
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 4,460,318 4,800,989

売上原価 3,520,413 3,616,625

売上総利益 939,904 1,184,363

販売費及び一般管理費 545,386 550,510

営業利益 394,518 633,853

営業外収益   

 受取利息 1,220 2,345

 受取配当金 5,091 3,823

 為替差益 21,038 ―

 太陽光売電収入 4,507 3,935

 その他 8,650 7,128

 営業外収益合計 40,508 17,232

営業外費用   

 支払利息 6,206 5,548

 減価償却費 2,248 1,983

 為替差損 ― 197,225

 その他 1,026 720

 営業外費用合計 9,481 205,477

経常利益 425,546 445,608

特別利益   

 固定資産売却益 ― 116

 特別利益合計 ― 116

特別損失   

 固定資産除却損 2,199 730

 特別損失合計 2,199 730

税金等調整前四半期純利益 423,346 444,994

法人税、住民税及び事業税 218,916 151,481

法人税等調整額 △41,077 △25,632

法人税等合計 177,838 125,849

四半期純利益 245,508 319,145

非支配株主に帰属する四半期純利益 ― ―

親会社株主に帰属する四半期純利益 245,508 319,145
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

四半期純利益 245,508 319,145

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 27,956 △42,330

 為替換算調整勘定 △52,125 △131,176

 退職給付に係る調整額 △412 198

 その他の包括利益合計 △24,581 △173,307

四半期包括利益 220,926 145,837

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 220,926 145,837

 非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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【注記事項】

(会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号　平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。　

なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表への影響は軽微であります。

 
(追加情報)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準第26号　平成28年３月28日）を当第１四半期連

結会計期間から適用しております。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

減価償却費 215,618 千円 199,483千円
 

 

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日)

配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月24日
定時株主総会

普通株式 154,657 25 平成27年３月31日 平成27年６月25日 利益剰余金
 

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日)

配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月23日
定時株主総会

普通株式 185,587 30 平成28年３月31日 平成28年６月24日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)

車輌関連部品
事業

売上高      

  外部顧客への売上高 4,235,983 224,335 4,460,318 ― 4,460,318

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 4,235,983 224,335 4,460,318 ― 4,460,318

セグメント利益 506,908 34,805 541,713 △147,195 394,518
 

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、連続ねじ締め機、ねじ連綴体及

び柑橘類皮むき機等の製造販売の新規事業品等事業であります。

２．セグメント利益の調整額△147,195千円には、報告セグメントに配分していない全社費用が含まれておりま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)

車輌関連部品
事業

売上高      

  外部顧客への売上高 4,569,700 231,289 4,800,989 ― 4,800,989

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 4,569,700 231,289 4,800,989 ― 4,800,989

セグメント利益 740,483 40,209 780,693 △146,840 633,853
 

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、連続ねじ締め機、ねじ連綴体及

び柑橘類皮むき機等の製造販売の新規事業品等事業であります。

２．セグメント利益の調整額△146,840千円には、報告セグメントに配分していない全社費用が含まれておりま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する情報

会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構

築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更したため、事業セグメントの減価償却の方法を同様に変更して

おります。

なお、当該変更による当第１四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。

 
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 39円68銭 51円58銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 245,508 319,145

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

245,508 319,145

普通株式の期中平均株式数(千株) 6,186 6,186
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

平成２８年８月９日
 

 

株式会社　ムロコーポレーション

取締役会　御中
 

 

　

有限責任監査法人　トーマツ
 

 

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　轟　　　一　成　　印

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　水　野　博　嗣　　印

 

　

 
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ムロ

コーポレーションの平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成28年４

月１日から平成28年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年６月30日まで)に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記に

ついて四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ムロコーポレーション及び連結子会社の平成28年６月　

30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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